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373 時間の比較政治学̶̶ 合意形成のジレンマ（1）

時
間
の
比
較
政
治
学
――
合
意
形
成
の
ジ
レ
ン
マ
（
一
）

松　

尾　

秀　

哉

は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
六
月
一
〇
日
の
総
選
挙
以
降
、
西
欧
の
小
国
ベ
ル
ギ
ー
は
国
家
分
裂
の
危
機
に
陥
っ
た
。
た
と
え
小
国
と
い
え
ど
も
、
西
欧

先
進
国
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
や
北
大
西
洋
条
約
機
構
の
本
部
を
有
す
る
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
首
都
と
す
る
国
家
が
分
裂
す
れ
ば
、
そ
れ

は
重
大
な
事
態
で
あ
る
。

ベ
ル
ギ
ー
は
主
に
フ
ラ
マ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
語
を
語
る
）
と
ワ
ロ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
語
を
語
る
）
と
い
う
二
つ
の
民
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
。
こ
の
民
族
の
対
立
に
よ
っ
て
、
過
去
し
ば
し
ば
ベ
ル
ギ
ー
は
政
治
的
危
機
を
経
験
し
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は

一
九
七
〇
年
か
ら
約
四
半
世
紀
を
か
け
て
分
権
化
改
革
を
行
い
、
一
九
九
三
年
に
は
各
民
族
の
政
治
的
自
治
を
大
幅
に
認
め
た
連
邦
制
を
導

入
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ル
ギ
ー
は
国
家
分
裂
危
機
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
分
裂
危
機
は
、
二
〇
〇
七
年
総
選
挙
後
の
連
立
政
権
交
渉
か
ら
派
生
し
て
い
る
。
こ
の
交
渉
で
は
フ
ラ
マ
ン
系
諸
政
党
、
ワ
ロ
ン
系

諸
政
党
が
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
的
利
益
を
主
張
し
て
合
意
に
至
ら
ず
、
政
権
空
白
期
間
は
二
〇
〇
日
を
超
え
、
西
欧
政
治
史
上
最
長

を
記
録
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
長
期
の
政
権
空
白
が
一
層
市
民
の
不
安
を
煽
り
、「
も
は
や
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
ひ
と
つ
の
国
家
は
不
要
で
あ
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る
」、「
フ
ラ
マ
ン
は
独
立
す
べ
き
だ
」
と
の
世
論
を
喚
起
し
、
分
裂
危
機
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
経
て
二
〇
〇
八
年
三
月
に

成
立
し
た
新
政
権
も
、
以
上
の
政
権
形
成
過
程
の
不
手
際
に
よ
っ
て
、
成
立
当
初
か
ら
支
持
は
低
く
、
わ
ず
か
九
カ
月
で
辞
職
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
近
年
政
治
的
危
機
に
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
で
あ
る
が
、
従
来
西
欧
小
国
に
特
徴
的
な
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に

お
い
て
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
異
な
り
、
主
要
な
政
治
主
体
間
の
妥
協
に
よ
っ
て
政
治
的
安
定
が
付
与
さ
れ
る

と
理
解
さ
れ
て
き
た
（L

ijp
h

art 1
9

6
8

）。
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
民
族
対
立
を
抱
え
た
国
家
の
場
合
、
相
互
に
対
立
す
る
利
益
を
抱
え
る
政

治
主
体
が
妥
協
に
至
る
た
め
に
は
、
十
分
な
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
時
間
」
と
い
う
政
治
的
資
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

ま
た
必
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー
の
政
権
形
成
交
渉
は
、
交
渉
に
十
分
な
「
時
間
」
を
か
け
た
が
ゆ
え
に
、
逆
説
的
に
政
治

的
不
安
定
を
導
い
た
と
映
る
。
す
な
わ
ち
「
熟
議
さ
れ
た
合
意
形
成
」
が
、「
政
治
的
不
安
定
」
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、

も
し
国
家
元
首
が
い
き
な
り
政
府
首
班
を
指
名
す
る
な
ど
し
て
、「
熟
議
さ
れ
な
い
合
意
形
成
」
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
独
裁
的
」
と

批
判
さ
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
で
は
、
政
治
的
安
定
を
付
与
す
る
交
渉
の
「
時
間
」
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
が
適
当
な
の
だ
ろ
う

か
。
本
稿
は
、
合
意
形
成
に
至
る
ま
で
の
「
時
間
」
と
、
そ
の
後
の
政
治
的
安
定
な
い
し
不
安
定
と
の
関
係
を
検
証
し
、
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー

の
よ
う
な
、
十
分
な
時
間
を
か
け
た
合
意
形
成
が
逆
説
的
に
政
治
的
不
安
定
を
導
い
た
「
ジ
レ
ン
マ
」
の
解
消
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
、
普
遍
的
、
絶
対
的
に
安
定
を
導
き
出
す
よ
う
な
「
時
間
」
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
他
の
西
欧
諸
国

と
の
比
較
に
お
い
て
「
時
間
」
と
「
政
治
的
安
定
」
と
の
連
関
に
影
響
を
及
ぼ
す
諸
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
不
安
定
の
続
く
ベ
ル
ギ
ー
政
治

に
対
す
る
処
方
箋
を
探
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
本
号
で
は
、
分
析
枠
組
み
を
設
定
す
る
。

こ
こ
で
結
論
を
暫
定
的
に
述
べ
て
お
け
ば
、
第
一
に
、
政
権
形
成
交
渉
の
「
時
間
」
は
、
交
渉
ア
ク
タ
ー
数
を
増
大
さ
せ
る
諸
要
因
（
連

邦
制
か
否
か
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
破
片
化
の
程
度
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
結
果
成
立
し
た
新
政
権
の
下
で
の
当
該
国

の
政
治
が
安
定
し
て
い
る
か
否
か
は
、
そ
の
政
権
形
成
交
渉
内
に
争
点
と
な
っ
た
重
要
課
題
を
ど
の
程
度
具
体
的
政
策
案
と
し
て
提
示
し
う

る
か
が
重
要
で
あ
り
、
第
二
に
、
当
該
イ
シ
ュ
ー
の
解
決
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
政
権
発
足
後
、
新
首
相
の
イ
メ
ー
ジ
刷
新
戦
略
が
重
要
と
な
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る
、
も
し
く
は
新
首
相
に
と
っ
て
「
元
首
と
の
関
係
」
と
い
う
政
治
的
資
源
の
有
無
が
政
治
的
安
定
も
し
く
は
不
安
定
を
決
す
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
近
年
の
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
を
説
明
し
た
後
で
、
先
行
研
究
分
析
を
行
い
、
リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン
を
検

討
す
る
。

一　

ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
の
概
要

戦
後
、
特
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
は
、
フ
ラ
マ
ン
民
族
（
ゲ
ル
マ
ン
系
）
と
ワ
ロ
ン
民
族
（
ラ
テ
ン
系
）
と
の
対
立
に
苛
ま
れ

て
き
た
。
前
者
が
オ
ラ
ン
ダ
語
、
後
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
語
る
た
め
、
こ
の
民
族
対
立
は
「
言
語
紛
争
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
対
立
を

解
消
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
後
分
権
化
改
革
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
自
律
的
に
政
策
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
九
九
三
年
に
「
連
邦
国
家
」
の
形
態
を
公
式
に
採
用
し
た
。
こ
の
連
邦
制
は
地
理
的
単
位
で
あ
る
「
地
域
」
と
別
に
「
言
語
」
と
い

う
属
人
的
単
位
に
よ
っ
て
も
構
成
さ
れ
た
、
複
雑
な
三
層
の
統
治
構
造
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
領
域
と
と
も
に
図
示
す
る
（
図

1
）。つ

ま
り
国
家
全
体
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
中
央
（
連
邦
）
政
府
で
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
代
表
者
が
話
し
合
い
で
決
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
民
族
（
地
域
）
に
か
か
わ
る
政
策
領
域
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
な
政
策
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
採
っ
た
。
さ

ら
に
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
ポ
ス
ト
配
分
を
言
語
別
に
均
衡
と
す
る
こ
と
、
少
数
者
の
拒
否
権
を
認
め
る
な
ど
、
成
立
当
時
ベ
ル
ギ
ー
の
連
邦

制
度
は
「
多
極
共
存
型
連
邦
制
度
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
（D

e
sch

o
u

w
e

r 1
9

9
9

）。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
対
立
は
一
層
激
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
二
〇
〇
七
年
六
月

の
総
選
挙
後
の
連
立
政
権
形
成
交
渉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
利
益
を
主
張
し
、
そ
の
対
立
に
よ
っ
て
な
か
な
か
合
意
に
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は
至
ら
ず
、
政
治
的
空
白
は
ベ
ル

ギ
ー
史
上
最
長
、
否
、
戦
後
西
欧

最
長
の
お
お
よ
そ
二
〇
〇
日
に
達

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
間
、
ベ
ル
ギ
ー
の
マ
ス
コ
ミ
、

世
論
、
政
治
家
の
間
で
は
、「
こ

れ
ほ
ど
ま
で
合
意
で
き
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
も
は
や
ひ
と
つ
の
ベ
ル

ギ
ー
と
い
う
国
家
は
不
要
な
の
で

は
な
い
か
」、「
フ
ラ
マ
ン
は
独
立

す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
議
論
に
支

配
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
い

わ
ゆ
る
「
ベ
ル
ギ
ー
分
裂
危
機
」

で
あ
る
。

こ
の
長
期
の
政
治
的
空
白
と
分

裂
危
機
は
、
二
〇
〇
七
年
末
に
前

首
相
で
あ
る
フ
ェ
ル
ホ
フ
ス
タ
ッ

ト
（G

u
y

 V
e

rh
o

fstad
t

）
を
首
班

と
し
た
（
予
算
決
議
の
た
め
の
）

フラマン地域 ワロン地域 ブリュッセル首都地域

オランダ語共同体（1） フランス語共同体 ドイツ語共同体

図１　ベルギーの連邦制度

1 連邦（ベルギー）政府：国防，対外政策，社会保障

2 地域（フラマン，ワロン，ブリュッセル）政府：管轄地域の公共事業など経済政策

3 共同体（オランダ語，フランス語，ドイツ語）政府：管轄域の言語政策，教育
政策

出典：Wikipedia（http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%
 BC%E3%81%AE%E5%9C%B0%E6%96%B9%E8%A1%8C%E6%94%BF%E5%8C%BA%E
 5%88%86（最終アクセス2007年3月17日））
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暫
定
政
権
が
成
立
し
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
フ
ラ
マ
ン
党
（C

h
riste

n
-D

e
m

o
cratisch

 e
n

 V
laam

s,  

以
下
C
D
V
）
の

ル
テ
ル
ム
（Y

ve
s L

e
te

rm
e

）
が
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
た
ん
回
避
さ
れ
た
）
2
（

。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
長
期
の
政
治
的
空

白
を
生
み
出
し
た
当
事
者
と
し
て
、
ル
テ
ル
ム
政
権
は
成
立
当
初
か
ら
不
人
気
で
あ
っ
た
（
成
立
時
の
支
持
率
は
ワ
ロ
ン
二
〇
％
、
フ
ラ
マ

ン
四
〇
％
）。
さ
ら
に
彼
は
、
公
約
と
し
て
掲
げ
た
「
社
会
保
障
財
源
の
分
権
化
」
を
公
約
期
限
ま
で
に
な
す
こ
と
が
で
き
ず
、
四
カ
月
で

辞
意
を
表
明
す
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
ん
国
王
に
よ
っ
て
慰
留
さ
れ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
株
売
買
を
め
ぐ
る
汚
職
に
よ
っ
て
、

ル
テ
ル
ム
は
結
局
わ
ず
か
九
カ
月
で
辞
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
一
二
月
三
〇
日
よ
り
前
政
権
を
引
き
継
ぐ
形
で
C
D
V
の
フ
ァ
ン
・

ロ
ン
パ
イ
（H

e
rm

an
 V

an
 R

o
m

p
u

y

）
が
政
権
を
担
っ
て
い
る
。

ル
テ
ル
ム
辞
職
の
直
接
的
要
因
自
体
は
、
む
し
ろ
昨
年
末
か
ら
の
金
融
危
機
に
起
因
し
て
い
る
と
見
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
固
有
の
脆
弱
性
は
明
ら
か
に
民
族
対
立
に
負
う
。
新
政
権
は
そ
の
連
立
組
み
合
わ
せ
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
な
ん
と
か
小
康
を
保
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
E
U
理
事
会
常
任
議
長
に
フ
ァ
ン
・
ロ
ン
パ
イ
が
任
命
さ
れ
、
首
相
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ル

ギ
ー
の
今
後
は
な
お
予
断
を
許
さ
な
い
。
な
ぜ
、
民
族
対
立
を
解
決
す
る
た
め
の
抜
本
的
制
度
改
革
で
あ
る
連
邦
化
改
革
の
後
に
あ
っ
て
政

治
的
空
白
期
間
が
最
長
を
記
録
し
、
さ
ら
に
「
分
裂
危
機
」
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
要
因
は
様
々
だ
が
、
本
稿
は
、
そ
れ
を
政

権
交
渉
に
要
す
る
「
時
間
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
討
す
る
試
み
で
あ
る
。

二　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

ベ
ル
ギ
ー
は
建
国
以
来
内
的
な
、
言
語
の
異
な
る
二
つ
の
民
族
の
対
立
（
言
語
問
題
）
を
抱
え
て
き
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
二
つ
の
民

族
の
対
立
が
高
揚
し
、
七
〇
年
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
言
語
共
同
体
」
の
自
治
を
認
め
る
分
権
化
を
進
め
ざ
る
を
え
な
く
な
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り
、
最
終
的
に
九
三
年
に
連
邦
制
へ
と
移
行
し
た
。

そ
の
政
治
史
に
対
す
る
研
究
の
中
で
最
も
重
要
な
論
考
は
、
レ
イ
プ
ハ
ル
ト
の
「
多
極
共
存
型
民
主
主
義
」
論
で
あ
る
（L

ijp
h

art 

1
9

7
7

）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
は
以
上
の
よ
う
な
社
会
的
分
断
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
安
定
的
な
政
治
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か

し
連
邦
化
以
降
の
不
安
定
な
政
治
状
況
に
つ
い
て
の
言
説
は
「
今
な
お
安
定
的
民
主
主
義
体
制
を
維
持
し
て
い
る
」（
柴
他 

一
九
九
八
、

L
ijp

h
art 2

0
0

1
, H

o
o

g
h

e
 2

0
0

4

）
と
、「
す
で
に
安
定
的
な
多
極
共
存
型
民
主
主
義
で
は
な
い
」（
松
尾 

二
〇
〇
七
）
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
ち
に
分
裂
す
る
と
ま
で
は
言
い
き
れ
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
、
二
〇
〇
七
年
総
選
挙
以
降
の
状
況
を
加
味
す
る
限
り
、
前
者
の
楽

観
的
主
張
は
妥
当
性
を
失
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

筆
者
は
、
後
者
の
立
場
か
ら
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
分
裂
危
機
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
移
民
な
ど
の
流
入
、
近

代
化
に
伴
う
都
市
化
（
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
）
の
進
展
に
よ
る
中
長
期
的
な
社
会
的
流
動
性
に
、
六
〇
年
代
に
便
宜
的
に
決
め
ら
れ
た
制

度
が
対
応
し
き
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
「
制
度
と
社
会
の
間
の
齟
齬
」
が
問
題
で
あ
る
（
松
尾 

二
〇
〇
九
a
）。
こ
う
し
た
社
会
的
流
動
性
に

着
目
す
る
手
法
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
限
ら
ず
多
民
族
国
家
の
政
治
動
態
研
究
の
王
道
で
あ
る
（d

e
 L

an
n

o
y

 1
9

8
7

）。
し
か
し
、
自
己
反
省
的

に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
社
会
構
造
の
長
期
的
変
化
を
独
立
変
数
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
そ
れ
が
長
期
的
か
つ
漸
進
的
な
変
化
で
あ

る
た
め
に
、
今
回
の
分
裂
危
機
が
二
〇
〇
七
年
に
生
じ
た
こ
と
、
し
か
も
抜
本
的
な
解
決
を
試
み
た
連
邦
化
の
後
で
あ
っ
た
こ
と
を
十
分
に

は
説
明
し
な
い
で
あ
ろ
う
）
3
（

。
ま
た
、
今
回
の
分
裂
危
機
の
背
景
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
「
政
権
空
白
期
﹇
＝
政
権
交
渉
期
間
﹈
の
長
期

化
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
以
上
の
よ
う
な
「
制
度
と
社
会
の
齟
齬
」
は
直
截
的
に
長
期
化
の
要
因
を
説
明
し
な
い
。
よ
り
政

治
過
程
、
す
な
わ
ち
政
権
形
成
交
渉
に
お
け
る
政
治
主
体
の
行
動
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
点
で
、
デ
・
フ
リ
エ
ス
ら
は
、
こ
の
政
権
形
成
交
渉
に
か
か
わ
っ
た
政
治
主
体
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
重
き
を
お
い
て
、
分
裂
危
機

の
要
因
を
説
明
し
て
い
る
（D

e
 V

rie
s an

d
 D

e
 L

an
d

tsh
e

e
r 2

0
0

8

）。
し
か
し
、
こ
の
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
の
対
立
に
よ
る
交
渉
の
長
期
化

と
国
家
分
裂
危
機
と
を
、
特
殊
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
よ
る
一
過
性
の
も
の
と
し
て
見
過
ご
し
う
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
て
も
い
い
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だ
ろ
う
。
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
多
く
の
蓄
積
が
示
す
よ
う
に
、
政
治
主
体
の
行
動
と
は
、
主
体
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
、
主
体
を
取

り
囲
む
「
状
況
」
変
数
の
結
果
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
（G

rin
t 1

9
9

7

）。
そ
こ
で
本
号
で
は
、
以
上
の
先
行
研
究
を
前
提

と
し
て
、
政
治
的
主
体
の
行
動
分
析
に
適
し
た
枠
組
み
を
検
討
す
る
。

三　

リ
サ
ー
チ
・
デ
ザ
イ
ン

本
研
究
で
は
、「
政
権
交
渉
に
要
す
る
時
間
が
あ
る
時
点
（
T1
）
ま
で
は
新
政
権
の
政
治
的
安
定
の
度
合
い
を
高
め
る
が
、
一
定
の
時
間

を
越
え
る
（
T2
）
と
、
新
政
権
は
不
安
定
化
す
る
」
と
の
仮
説
を
検
討
す
る
（
図
2
）。

そ
の
具
体
的
作
業
の
た
め
に
、
以
下
の
二
つ
の
問
い
を
挙
げ
る
。
第
一
に
、「
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
政
権
形
成
に
時
間
を
要
し
た
か
」

で
あ
る
（
0
〜
T1
）。
政
権
形
成
合
意
に
至
る
ま
で
の
「
時
間
」
が
な
ぜ
か
か
る
の
か
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
時
間
」
と
新
政
権
の

命
運
と
の
関
係
は
見
え
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
他
条
件
の
国
家
と
の
比
較
に
よ
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
の
「
空
白
」
を
長
期
化
さ
せ
た
独

立
変
数
を
特
定
す
る
。

第
二
は
、
よ
り
本
質
的
な
も
の
で
あ
り
、「
政
権
交
渉
に
時
間
を
要
し
す
ぎ
る
と
、
そ
の
後
の
新
政
権
は
不
安
定
と
な
る
」
と
い
う
仮
説

を
検
討
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
先
述
の
通
り
、
お
そ
ら
く
、「
○
日
〜
○
日
ま
で
（
の
交
渉
）
な
ら
、
そ
の
後
の
政
権
は
安
定
す
る
」
と

い
う
絶
対
的
な
「
時
間
」
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
政
治
的
な
不
安
定
化
を
も
た
ら
す
「
時
間
」（
0
〜
T2
）
を
決
定
す
る
諸
条
件

を
、
各
国
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
一
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
ア
ク
タ
ー
の
行
動
が
、
あ
る
程
度
政
治
制
度
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
自
明
で
あ
る
の
で

（P
ie

rso
n

 1
9

9
4

）、
ミ
ュ
ー
ラ
ー
と
ス
ト
ロ
ー
ム
の
論
考
を
参
考
に
し
て
、
以
下
の
諸
要
因
を
設
定
す
る
（M

ü
lle

r an
d

 S
trø

m
 1

9
9

9

）。
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（
一
）
分
権
的
、
す
な
わ
ち
連
邦
制
か
否
か
。
中
央
集
権
的
政
治
体
制
と
比
べ
、
連
邦
制
で
は

政
治
的
ア
ク
タ
ー
が
多
数
化
し
、
集
合
行
為
論
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
合
意
形
成
は
困
難
と
な

る
。
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
は
連
邦
制
国
家
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
で
制
度
上
、
政
権
形
成
は
困
難

と
な
り
や
す
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
フ
ラ
ン
ス
、
特
に
第
五
共
和
制
は
、
大
統
領
権
限
が
強
く
、
他

の
二
国
と
比
べ
て
相
対
的
に
中
央
集
権
的
で
あ
る
。

（
二
）
政
権
交
渉
手
続
き
の
ル
ー
ル
、
特
に
信
任
投
票
の
有
無
。
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
交
渉
の

結
果
成
立
し
た
仮
の
政
権
は
、
正
式
に
は
上
下
院
で
の
所
信
表
明
演
説
を
経
て
、
そ
の
後
の
信
任

投
票
で
過
半
数
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
制
度
の
た
め
に
、
新
政
権
は
、
形
成
以
前
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
設
定
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
ベ
ル
ギ
ー
の
政
権
形
成
の
慣
例
は
、
他
の
西
欧
諸
国
と
比
べ
特
殊
で
あ
り
、
以
下
に

歴
史
的
経
緯
と
概
要
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
ベ
ル
ギ
ー
の
初
代
国
王
で
あ
る
レ
オ
ポ
ル
ド
一

世
は
、
ド
イ
ツ
の
小
王
家
出
身
で
あ
る
。
国
民
主
権
を
大
原
則
と
す
る
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
を
見
て
、

そ
の
遵
守
を
宣
誓
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
強
い
抵
抗
感
を
覚
え
た
と
い
わ
れ
る
（D

e
 M

e
e

ü
s 

1
9

6
2

, p
. 2

8
6

）。
そ
の
結
果
、
彼
が
行
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
そ
れ
は
第
六
五
条
に
定
め
ら
れ

た
「
国
王
は
、
そ
の
大
臣
を
任
命
し
か
つ
罷
免
す
る
」
権
限
の
行
使
の
放
棄
で
あ
っ
た
。
彼
は
直

接
に
大
臣
を
任
命
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、非
公
式
に
政
府
の
「
組
閣
担
当
者
」（fo

rm
ate

u
r

）

を
指
名
し
、
そ
の
彼
が
適
宜
自
分
に
情
報
提
供
、
諮
問
、
会
議
を
行
う
こ
と
で
、
政
府
形
成
に
実

質
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
臣
を
任
命
し
な
い
こ
と
で
、
逆
説
的
に
現
実

の
政
治
に
介
入
し
た
と
言
え
る
。

政治的安定
の程度

（高）

0 T1 T2
政権交渉に
要する時間

図2　政権形成交渉に要する「時間」とその後の政治的安定との相関



381 時間の比較政治学̶̶ 合意形成のジレンマ（1）

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
国
王
の
戦
争
責
任
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
国
王
問
題
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
ギ
ー
侵
攻
に
際
し
て
、
単
独
で
降
伏
を
宣
言
し
た
国
王
レ
オ
ポ
ル
ド
三
世
の
王
位
復
帰
を
め
ぐ
る

論
争
で
あ
る
。
詳
細
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
が
、
こ
の
と
き
の
ベ
ル
ギ
ー
で
は
復
帰
の
賛
否
が
民
族
間
の
対
立
に
飛
び
火
し
、
や
は
り

国
家
存
続
の
危
機
に
陥
っ
た
。
こ
の
と
き
以
来
、
国
王
は
民
族
対
立
に
苛
ま
れ
る
自
国
に
お
い
て
「
調
停
者
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

理
解
さ
れ
て
い
る
（
デ
ミ
ト
リ
、
五
一
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
現
在
に
お
い
て
も
、
先
の
政
権
形
成
の
慣
例
は
存
続
し
て
い
る
。
現
在
の
慣
例

を
以
下
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

通
常
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
民
族
、
階
級
、
宗
教
に
よ
る
社
会
的
亀
裂
を
有
す
る
多
元
的
な
社
会
に
お
い
て
は
、
圧
倒
的
な
与
党
が
誕
生
し

な
い
た
め
、
選
挙
後
、「
情
報
提
供
者
（in

fo
m

ate
u

r

）」
が
国
王
か
ら
任
命
さ
れ
る
。
彼
は
、
財
界
な
ど
の
有
力
者
の
意
見
を
調
査
し
国
王

に
報
告
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
国
王
は
「
組
閣
担
当
者
」
を
指
名
す
る
。
彼
が
事
実
上
の
首
相
候
補
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
を
中
心
に
組
閣

交
渉
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
会
で
の
施
政
方
針
演
説
後
、
上
下
院
の
信
任
投
票
の
過
半
数
を
得
れ
ば
、
内
閣
が
正
式
に
誕
生
す
る
。
た
だ

し
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
は
あ
く
ま
で
慣
例
で
あ
り
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交
渉
役
が
次
々
と
登
場
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
節
目

節
目
で
、
国
王
は
報
告
、
相
談
さ
れ
、
そ
し
て
任
命
す
る
（
松
尾 

二
〇
〇
九
b
）。

（
三
）
元
首
の
政
治
的
役
割
。
国
家
元
首
（
国
王
、
大
統
領
を
問
わ
ず
）
が
現
実
の
政
治
に
ど
の
程
度
介
入
し
、
実
効
力
を
有
す
る
か
と

い
う
問
題
は
、
現
実
の
政
権
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
先
の
よ
う
な
ベ
ル
ギ
ー
の
場
合
、
国
王
は
実
質
的
に
介
入
す
る
が
、
そ
れ
は

諮
問
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
直
接
的
な
任
命
権
を
有
す
る
他
国
（
フ
ラ
ン
ス
）
と
比
べ
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆
に
全
く
実
質
的
な

権
限
を
持
た
ず
議
会
決
定
を
追
認
す
る
程
度
の
慣
例
を
有
す
る
国
家
（
ド
イ
ツ
）
と
比
べ
て
、
ド
イ
ツ
型
の
ほ
う
が
長
く
時
間
を
要
す
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。
元
首
の
政
治
的
役
割
は
、
政
権
形
成
に
要
す
る
時
間
を
決
定
す
る
重
要
な
制
度
的
な
い
し
慣
例
的
要
因
で
あ
る
。

（
四
）
政
党
シ
ス
テ
ム
の
破
片
化
の
程
度
。
多
党
制
の
場
合
、
そ
の
政
党
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
連
立
組
み
合
わ
せ
の
選
択
肢
が
増

え
、
合
意
形
成
は
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
サ
ル
ト
ー
リ
が
述
べ
た
よ
う
に
、
破
片
化
が
穏
健
か
分
極
か
と
い
う
点
も
、
政
党
間
の
イ
デ
オ
ロ
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ギ
ー
差
異
が
合
意
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
重
要
な
変
数
と
な
り
う

る
（
サ
ル
ト
ー
リ 

二
〇
〇
〇
）。
破
片
化
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
現
状
ベ
ル
ギ
ー
は
西
欧

で
も
最
も
破
片
化
し
た
国
家
で
あ
り
（S

w
e

n
d

e
n

 1
9

9
6

）、
そ
の
程
度
か
ら
す
れ
ば
、
極

右
勢
力
が
台
頭
す
る
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
が
そ
れ
に
続
き
、
わ
ず
か
な
差
で
ド
イ
ツ
が
最
も

小
さ
い
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
の
四
つ
の
要
因
と
、
政
権
形
成
ま
で
の
日
数
を
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
一
覧
に
し
た
も
の
が
、
表
1
で
あ
り
、
そ
れ
を
先
の
図
2
に
併
せ
て
、（
後

の
政
治
動
態
を
仮
に
設
定
し
て
）
概
念
化
し
た
も
の
が
、
図
3
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
三
国
を
事
例
と
す
る
理
由
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
本
研
究
で

は
、
政
権
形
成
交
渉
が
不
可
欠
で
あ
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
限
定
さ
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
三
国
、
し
か
も
新
政
権
は
、
成
立

時
に
い
ず
れ
も
移
民
問
題
を
含
む
民
族
問
題
を
重
要
な
争
点
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

国
は
異
な
り
、
歴
史
的
前
提
は
異
な
る
が
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
フ
ラ
マ
ン
と
ワ
ロ
ン
の

対
立
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ト
ル
コ
移
民
の
問
題
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
マ
グ
レ
ヴ
の
問
題

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
最
優
先
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
同

質
性
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
に
、
表
1
に
示
す
通
り
、
政
権
形
成
に
要

し
た
日
数
は
多
様
性
に
富
む
。
以
上
の
よ
う
な
三
国
を
比
較
し
、
第
一
の
問
い
（
政
権
形

成
に
要
す
る
時
間
の
相
違
）
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
同
時
に
、
第
二
の
問
い
に
対

す
る
比
較
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
的
要
因
を
前
提
に
、
そ

国 ベルギー ドイツ フランス

対象政権 ルテルム メルケル フィヨン

政治制度 連邦制か ○ ○ ×
信任投票 要 不要 不要

元首 国王（中） 大統領（弱） 半大統領（強）

破片化 強 弱 中

政権形成の日数 200日 60日 2日

表1　三国の政治制度と政権形成日数
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れ
ぞ
れ
の
国
家
の
政
権
交
渉
過
程
を
追
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
の
後
の
政

治
的
安
定
な
い
し
不
安
定
と
の
相
関
を
、
当
該
政
権
の
政
策
お
よ
び
首
相
の
評
価
に
基
づ

い
て
検
討
す
る
。

本
研
究
に
お
い
て
必
要
と
な
る
資
料
は
主
に
、
政
権
形
成
交
渉
に
お
け
る
メ
モ
ラ
ン
ダ

ム
、
各
国
新
聞
記
事
報
道
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
い
っ
た
ん
枠
組
み
の
検
討
か
ら

離
れ
、
本
研
究
の
理
論
的
意
義
を
考
察
す
る
。

四　

理
論
的
意
義

本
研
究
の
意
義
を
学
術
的
に
俯
瞰
す
る
と
、
第
一
に
、「
時
間
」
が
及
ぼ
す
政
治
的
影

響
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
ピ
ア
ソ
ン
が
「
独
立
変
数
の
作
用
す
る
時
間
が
政
策
帰
結
に
影

響
す
る
」
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
（P

ie
rso

n
 2

0
0

4

）
が
、
ピ
ア
ソ
ン
は
「
時
間
」
が
交

渉
過
程
の
従
属
変
数
で
も
あ
る
と
い
う
側
面
を
見
落
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
合
意
形
成
自

体
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
当
然
「
時
間
が
か
か
る
」
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
交
渉
が
困

難
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
時
間
が
か
か
る
。
先
の
第
一
の
問
い
は
、
こ
の
「
従
属
変
数
と

し
て
の
『
時
間
』」
と
い
う
側
面
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
独
立
変
数
と
し
て
の
『
時
間
』」
と
い
う
側
面
か
ら
の
研
究
は
、
し
ば
し
ば

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
会
期
の
期
限
が
迫
る
と
、
政

図3　白，仏，独の「時間」と「政治」

0

フランス

ドイツ

ベルギー
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策
が
可
決
さ
れ
や
す
い
、
な
ど
の
分
析
が
過
去
な
さ
れ
て
き
た
（M

ü
lle

r an
d

 S
trø

m
 1

9
9

9

）。

し
か
し
、
概
し
て
、
こ
れ
ら
は
「
時
間
の
枯
渇
が
合
意
形
成
を
促
す
」
と
い
う
、「
時
間
」
が
有
す
る
「
合
意
形
成
を
促
進
す
る
作
用
」

に
着
目
し
て
お
り
、
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
事
例
を
読
み
解
け
な
い
。
ベ
ル
ギ
ー
が
例
外
値
で
あ
る
と
の
反
論
は
も
ち
ろ
ん
成
立
す
る

が
、
有
限
な
資
源
で
あ
る
「
時
間
」
と
「
政
治
」
の
関
係
が
一
方
向
で
固
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
早
急
な
結
論
で
あ
ろ

う
。そ

れ
以
上
に
本
研
究
の
視
点
は
、
近
年
の
「
熟
議
民
主
主
義
」
論
に
と
っ
て
有
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。
田
村
哲
樹
に
よ
れ
ば
、「
熟
議

民
主
主
義
」
と
は
「
人
々
が
対
話
や
相
互
作
用
の
中
で
見
解
、
判
断
、
選
好
を
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
民
主
主
義
の
考
え
方
」

（
田
村 

二
〇
〇
八
）
で
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
民
主
主
義
の
質
を
高
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー
の
長
期
の
政
権
交
渉
の
事
例
は
、

吉
田
徹
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
ベ
ル
ギ
ー
国
民
が
甘
受
す
べ
き
、
実
に
「
民
主
的
」
な
事
態
で
あ
る
（
吉
田 

二
〇
〇
八
）。
し
か
し
、
実

際
に
は
「
国
家
分
裂
の
危
機
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
ベ
ル
ギ
ー
は
不
安
定
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
今
回
の
ベ
ル
ギ
ー
の
分
裂
は
〈
民
主
主
義

か
政
治
的
安
定
か
〉
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
見
直
す
絶
好
の
機
会
と
も
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
事
例
分
析
を
通
じ
て
、
民
主
主

義
と
政
治
的
安
定
と
を
両
立
さ
せ
る
、
中
道
と
し
て
の
「
熟
議
」
モ
デ
ル
の
あ
り
方
を
「
模
索
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

 

（
以
下
、
続
く
）
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注

（
1
） 

現
在
、
オ
ラ
ン
ダ
語
（
言
語
）
政
府
と
フ
ラ
マ
ン
（
地
域
）
政
府
は
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
） 

フ
ラ
マ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
＋
フ
ラ
マ
ン
民
族
主
義
政
党
、
ワ
ロ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
、
フ
ラ
マ
ン
・
自
由
党
、
フ
ラ
マ
ン
・
自
由
党
、
ワ
ロ
ン
・

社
会
党

（
3
） 

こ
の
点
は
現
在
別
稿
に
よ
っ
て
検
討
中
で
あ
る
が
、
長
期
的
、
漸
進
的
な
社
会
変
動
が
短
期
的
な
事
例
を
引
き
起
こ
す
と
説
明
す
る
場
合
、
そ

の
二
つ
の
変
数
間
に
は
不
可
避
的
な
齟
齬
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
長
期
的
、
漸
進
的
社
会
変
化
が
進
む
間
に
は
、
そ
の
直
接
的

影
響
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
政
権
交
代
や
政
策
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
政
策
変
化
等
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な

変
数
も
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
よ
う
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
厳
密
な
一
対
一
と
い
う
意
味
で
の
因
果
関
係
は
成
立
し
え
ず
、
む

し
ろ
「
社
会
（
マ
ク
ロ
変
数
）
と
政
治
（
ミ
ク
ロ
変
数
）
の
相
互
作
用
」
の
帰
結
と
し
て
、
当
該
事
例
が
勃
発
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
（
C
）
二
一
五
三
〇
一
二
七
「
時
間
の
比
較
政
治
学
――
合
意
形
成
の
ジ
レ
ン
マ
――
」（
研
究
代
表
・
松
尾
秀
哉
）

　
　
　

引
用
文
献

d
e

 L
a
n

n
o

y, W
a
lte

r

（1
9

8
7

）, “S
o

c
io

-G
e

o
g

ra
p

h
ic

 A
sp

e
c
ts. T

h
e

 B
ru

sse
ls u

rb
a
n

 re
g

io
n

 in
 th

e
 2

0
th

 C
e

n
tu

r
y

; A
 so

c
io

-g
e

o
g

ra
p

h
ic

a
l 



386

a
n

a
ly

sis, ” E
ls W

itte
 a

n
d

 H
u

g
o

 B
a

e
te

n
s B

e
a

rd
sm

o
re

 e
d

s., T
h

e In
terd

iscip
lin

a
r
y S

tu
d
y o

f U
rb

a
n

 B
ilin

g
u

a
lism

 in
 B

rissels, 

C
le

ve
d

o
n

: M
u

ltilin
g

u
al M

atte
rs.

D
e
 M

e
e
ü

s, A
d

rie
n

（1
9
6
2

）, H
istory of th

e B
elgia

n
s, N

e
w

 Y
o

rk
: F. A

. P
rae

g
e
r.

D
e
sch

o
u

w
e
r, K

ris

（1
9
9
9

）, “F
ro

m
 co

n
so

ciatio
n

 to
 fe

d
e
ratio

n
, H

o
w

 th
e
 B

e
lg

ian
 p

artie
s w

o
n

, ” K
u

rt R
. L

u
th

e
r an

d
 K

ris D
e
sch

o
u

w
e
r e

d
s., 

P
a

rty E
lites in

 D
ivid

ed
 S

ocieties, P
olitica

l p
a

rties in
 con

socia
tion

a
ld

em
ocra

cy, L
o

n
d

o
n

: R
o

u
tle

d
g

e
.

D
e

 V
rie

s, P. J. a
n

d
 D

e
 L

a
n

d
tsh

e
e

r, C
., 2

0
0

8
-0

7
-0

9
, “P

e
rso

n
a
lity

 in
 B

e
lg

ia
n

 P
o

litic
s: C

o
n

fro
n

tin
g

 P
o

litic
a
l P

e
rso

n
a
litie

s in
 th

e
 2

0
0

7
 

G
o

v
e

rn
m

e
n

t F
o

rm
a
tio

n
, ” P

a
p

e
r p

re
se

n
te

d
 a

t th
e

 a
n

n
u

a
l m

e
e

tin
g

 o
f th

e
 IS

P
P

 3
1

st A
n

n
u

a
l S

c
ie

n
tifi

c
 M

e
e

tin
g

, S
cien

ces, P
a
ris, 

F
ran

ce
.

G
rin

t, K
e
ith

（1
9
9
7

）, “C
lassical L

e
ad

e
rsh

ip
, ” K

e
ith

 G
rin

t, e
d

., L
ea

d
ersh

ip
, C

la
ssica

l, C
on

tem
p
ora

ry, a
n

d
 C

ritica
l A

p
p
roa

ch
es, N

e
w

 Y
o

rk
: 

O
x

fo
rd

 U
.P.

H
o

o
g

h
e

, L
ie

b
e

st

（2
0

0
4

）, “B
e

lg
iu

m
: H

o
llo

w
in

g
 th

e
C

e
n

te
r, ” U

g
o

 M
. A

m
o

re
tti &

 N
a
n

c
y

 B
e

rm
e

o
 e

d
. F

ed
era

lism
 a

n
d
 T

errito
ria

l 

C
lea

va
ges, B

altim
o

re
: Jo

h
n

e
s H

o
p

k
in

s U
.P.

L
ijp

h
art, A

re
n

d

（1
9
7
7

）, D
em

ocra
cy in

 P
lu

ra
l S

ocieties: A
 C

om
p
a

ra
tive E

xp
lora

tion
, N

e
w

 Y
o

rk
: Y

ale
 U

.P.

L
ijp

h
art, A

re
n

d

（2
0
0
1

）, “
T

h
e
 P

ro
s an

d
 C

o
n

s-B
u

t M
ain

ly
 P

ro
s-o

f C
o

n
se

n
su

s D
e
m

o
cracy, ” A

cta
 P

olitica
, vo

l. 3
6
. 1

/
2
., p

p
.1

2
9

―1
3
9
.

M
ü

lle
r, W

o
lfg

a
n

g
, a

n
d

 K
a
a
re

 S
trø

m
,e

d
s.

（1
9

9
9

）, P
o
licy, O

ffice, o
r V

o
tes

?
: H

o
w

 P
o
litica

l P
a

r
ties in

 W
estern

 E
u

ro
p
e M

a
k
e H

a
rd

 

D
ecision

s, C
am

b
rid

g
e
: C

am
b

rid
g

e
 U

.P.

P
ie

rso
n

, P
au

l

（1
9
9
4

）, D
ism

a
n

tlin
g th

e W
elfa

re S
ta

te?
 R

ea
ga

n
, T

h
a

tch
er, a

n
d
 th

e P
olitics of R

etren
ch

m
en

t, C
am

b
rid

g
e
: C

am
b

rid
g

e
 U

.P.

P
ie

rso
n

, P
au

l

（2
0
0
4

）, P
olitics in

 T
im

e: H
istory In

stitu
tion

 a
n

d
 S

ocia
l A

n
a

lysis, P
rin

ce
to

n
: P

rin
ce

to
n

 U
.P.

S
w

e
n

d
e

n
, W

ilfrie
d

, a
n

d
 M

a
a
rte

n
 T

h
e

o
 Ja

n

（2
0

0
6

）, “
‘W

ill It S
ta

y
 o

r W
ill It G

o
?

’ F
e

d
e

ra
lism

 a
n

d
 th

e
 S

u
sta

in
a
b

ility
 o

f B
e

lg
iu

, ” W
est 

E
u

rop
ea

n
 P

olitics, vo
l.2

9
, n

o
.5

., p
p

.8
7
7

―8
9
4
.

柴
宜
弘
・
中
井
和
夫
・
林
忠
行
『
連
邦
解
体
の
比
較
研
究
』、
多
賀
出
版
、
一
九
九
八
年
。

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
サ
ル
ト
ー
リ
『
現
代
政
党
学
』（
普
及
版
）、
岡
沢
憲
芙
・
川
野
秀
之
訳
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
。

田
村
哲
樹
『
熟
議
の
理
由　

民
主
主
義
の
政
治
理
論
』、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。
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デ
ミ
ト
リ
・
ヴ
ァ
ン
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ベ
ー
ク
「
ベ
ル
ギ
ー
国
憲
法
の
運
用
と
実
態
の
発
展
――
君
主
制
度
に
於
け
る
法
と
慣
習
――
」、
関
西
憲
法
研
究
会

編
『
憲
法
論
叢
』、
第
八
号
、
二
〇
〇
二
年
。

松
尾
秀
哉
「
人
口
の
大
都
市
集
中
（
都
市
化
）
と
民
族
紛
争
――
ベ
ル
ギ
ー
型
多
文
化
主
義
か
ら
考
え
る
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
抱
え
る
リ
ス
ク
」

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
四
三
号
、
三
九
七
―
四
二
四
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
九
年
a
。

松
尾
秀
哉
「
君
主
の
政
治
的
機
能
と
ベ
ル
ギ
ー
の
分
裂
危
機
――
君
主
支
配
と
市
民
の
抵
抗
の
相
克
――
」、
現
代
の
理
論
編
集
委
員
会
編
『
現
代
の
理

論
』
二
一
号
、
明
石
書
店
、
一
九
一
―
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
、
二
〇
〇
九
年
b
。

吉
田
徹
「
混
乱
は
民
主
主
義
の
コ
ス
ト
」、
北
海
道
新
聞
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
六
日
。
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